
250名
令和6年 2月13日(火)

特設サイト

https://www.seiken-hiroshima.co.jp/entry/eco9/

※参加ご希望の方は、裏面をご覧の上、
　申込サイトまたは、QRコードからお申込下さい。
※事前のお申し込みが必須です。

九州エネルギー使用合理化 シンポジウム 

２０５０年カーボンニュートラルの実現や、２０３０年度の

野心的な温室効果ガス排出削減目標の達成に向けて、徹底し

た省エネの推進が重要になっております。

本シンポジウムでは、「工場内でのコスト削減」をテーマと

して、工場等の更なる省エネルギー推進を目指したご講演、

省エネ関連の政府予算及び工場等における省エネ取組等の情

報について紹介します。
参 加 無 料
14 : 0 0 - 1 6 : 3 0
2月16日(金)

令和6年開 催 日 時

※Microsoft Teamsを利用して配信します。

省エネ × コ ス ト 削 減 × 工 場

エネルギー使用合理化
シンポジウム

「コスト削減と省エネの両立を目指して」
基調講演

野沢 定雄  氏環境カウンセラー

元（株）小松製作所　省エネ担当部長

令和５年度 省エネルギー促進に向けた広報事業



経済産業省 
九州経済産業局

株式会社成研 九州省エネシンポジウム係
オクムラ、ヒツモト担当
070-5056-9074TEL

※ご提供いただいた個人情報は、事務局（九州経済産業局、株式会社成研（本事業に係る委託事業者））が、本事業（令和5年度エネルギー使用合理化シンポ
ジウム）の運営においてのみ使用し、事務局においてその保護について万全を期すとともに、ご本人の同意なしに事務局以外の第三者に開示、提供すること
はございません。なお、ご提供いただいた情報のうち、所属企業（団体）名のみ、講師と共有しますので予めご了承ください。

※オンライン形式（Microsoft Teams）では、入室時に設定した登録名が画面に表示されます。個人情報保護の観点から、「令和5年度エネルギー使用合理
化シンポジウム」当日は、公表可能な名称を設定してください。（ご参加いただくための入室用URLをお知らせする際にも、改めてご案内いたします）。

・本セミナーの録画・録音、撮影、第三者への提供は固く禁じています。
・Microsoft Teamsを使用して配信します。
・視聴にかかる通信費等は視聴される方の負担となります。
・当日のアクセスは視聴される方の責任において行ってください。
・視聴環境により、ご覧いただけない場合や映像・音声が乱れる場合があります。
・参加にかかるURL・パスワード等は申込参加者限りです。
・状況により、中止となる可能性があることをご承知置きください。
・推奨ブラウザー：Microsoft Edge・Google Chrome
・参加URL、当日資料等は２月14日(水) 以降に申込者にメールにてお知らせいたします。

「特設サイト」または「QRコード」から参加申込をお済ませください。
　接続方法の詳細は、受付完了後にメールにてご案内いたします。

令和6年22月 313333331313131311 日(火)【申込期限】 https://www.seiken-hiroshima.co.jp/entry/eco9/

主催者挨拶 九州経済産業局

「エネルギーコスト上昇に対する省エネ支援策パッケージについて」 

15:30 休 　 　 憩
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　エネルギー対策課

事業者による省エネ取組事例紹介

中越パルプ工業株式会社　川内工場（鹿児島県薩摩川内市）

鳥栖キユーピー株式会社（佐賀県鳥栖市）

閉　　　会

※都合によりプログラムが変更になる場合があります。

事前のお申し込みが必須です

「コスト削減と省エネの両立を目指して」
環境カウンセラー　野沢 定雄 氏
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九州エネルギー使用合理化 シンポジウム 

事例発表１

講 　 演

基調講演

事業者による省エネ取組事例紹介事例発表 2

講師略歴

講演概要 40年以上、企業で省エネを担当し、大幅な成果を達成した実体験から、コスト削減に有効な
運用面での改善事例・全部門参加の進め方や省エネ担当者・企業幹部の心構えをわかりやす
く紹介します。

（株）小松製作所小山工場にて省エネ活動を推進し、エネルギー原単位を1990年比で約50％にした
実績を持ち、「経済産業大臣賞」「環境大臣賞」「ESCO事業金賞」など、自身が取り組んだ省エネ活動
に対して評価された。2000年頃からは、全社の省エネも牽引し、企業全体でも約40％のCO2排出量
原単位の削減を実現させ、個人でも平成21年度省エネ大賞（人材部門）「経済産業大臣賞」を受賞した。
現在は環境カウンセラーやエネルギー診断プロフェッショナルの資格を活かし、経験と実績に裏づけ
された効率よい省エネ活動の進め方のアドバイザーとして活躍している。




